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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第129期
第３四半期
連結累計期間

第130期
第３四半期
連結累計期間

第129期

会計期間
自平成24年１月１日
至平成24年９月30日

自平成25年１月１日
至平成25年９月30日

自平成24年１月１日
至平成24年12月31日

売上高　　　　　　　　　　　　（千円） 28,379,236 32,452,928 37,652,690

経常利益　　　　　　　　　　　（千円） 1,192,759 2,646,193 1,536,236

四半期（当期）純利益　　　　　（千円） 674,149 1,315,269 729,640

四半期包括利益又は包括利益　　（千円） 892,757 3,050,789 2,214,388

純資産額　　　　　　　　　　　（千円） 10,763,745 16,157,261 12,085,349

総資産額　　　　　　　　　　　（千円） 29,969,788 36,267,859 31,026,736

１株当たり四半期（当期）

純利益金額　　　　　　　　　　　（円）
75.00 146.33 81.17

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額　　　　（円）
－ － －

自己資本比率　　　　　　　　　　（％） 32.5 36.9 35.1

　

回次
第129期
第３四半期
連結会計期間

第130期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額　　　（円） 7.72 68.56

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（アジア）

第２四半期連結会計期間において、当社の持分法適用関連会社であったニチリン（タイランド）は、当社への新

株発行による株式の追加取得等により連結子会社となりました。

（欧州）

当第３四半期連結会計期間において、株式の取得による資本参加により、ハッチンソン ニチリン ブレーキ ホー

シーズを持分法適用関連会社としております。

　

この結果、平成25年９月30日現在では、株式会社ニチリン（当社）、子会社14社（連結子会社14社）、関連会社

６社（持分法適用関連会社６社）およびその他の関係会社１社により構成されております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて変更があっ

た事項は、次のとおりです。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

また、以下の見出しに付された項目番号は、前事業年度の有価証券報告書における「第一部　企業情報　第２　事

業の状況　４　事業等のリスク」の項目番号に対応したものです。

　

（変更理由）

前事業年度の有価証券報告書開示時点では、当社が加入している兵庫ゴム工業厚生年金基金のAIJ投資顧問㈱に関

する損失の影響額、および当社の負担割合を合理的に見積もることが出来ず、当該影響について事業等のリスクとし

て記載しておりました。今般その影響額が確定し、第２四半期連結会計期間において、決算への反映（特別損失）も

適正になされたことから、AIJ投資顧問㈱に係る記載を除外致しました。

　

（8）退職給付債務に係る影響について

当社グループの従業員退職給付費用および債務は、割引率等数理計算上で設定される前提条件に基づいて算出し

ております。このため、実際の金利水準が変動した場合には、当社グループの経営成績および財政状態に影響を及

ぼす可能性があります。

また、当社は総合型年金基金である兵庫ゴム工業厚生年金基金に加入しております。同基金は加入員数の減少、

年齢構成の高齢化等により、掛金が著しく上昇する見込みであり、かつ、当該掛金を負担していくことが困難と見

込まれることを理由として、代議員会で特例解散の方針を決議しております。同基金の解散に伴う費用の負担は、

当社グループの経営成績および財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成25年１月１日～平成25年９月30日）における世界経済は、米国においては、個

人消費や住宅・雇用等の経済指標が底堅く推移し、景気は全般的に穏やかなペースで拡大しましたが、量的金融緩

和政策は継続されることとなりました。中国においては、輸出の鈍化やシャドーバンキング等の金融問題により、

改善は見られるものの景気減速懸念は払拭されておりません。アセアン地域においては、順調な国内消費に支えら

れ経済は概ね堅調に推移してきましたが、米国の量的金融緩和政策の縮小観測に伴う資金流失もあり、経済成長率

の鈍化が鮮明となりつつあります。なお、欧州においては、南欧諸国を中心とした債務問題の再燃不安が払拭され

ず、景気低迷は長期化しておりますが、徐々に下げ止まり感も出てきております。

一方、国内経済は、アベノミクスによる経済成長戦略への期待感から、円高是正・株高の進行や米国を中心とし

た外需の回復などにより、輸出企業を中心とした企業業績が改善し、個人消費も継続的な回復が見られ、緩やかに

回復しています。

当社グループの主要事業分野である日本自動車業界に関する状況は次のとおりであります。

当第３四半期連結累計期間（平成25年１月１日～平成25年９月30日）における国内自動車各社は、昨年のエコ

カー補助金終了の影響により、国内生産・販売は低迷が続いておりましたが、７月以降、ようやく明るさが見え始

め、７月～９月の国内四輪車生産台数は246万台（前年同期 243万台）に回復しました。ただし、生産・販売車種

は燃費の良い軽自動車・小型車が中心であり、円高が大きく修正されたにもかかわらず、海外への生産シフト傾向

が続いております。

この結果、当第３四半期連結累計期間における国内四輪車販売台数は、前年同四半期比4.8％減の407万台、四輪

車輸出台数は前年同四半期比4.5％減の347万台、国内四輪車生産台数は、前年同四半期比7.2％減の712万台となり

ました。一方、国内乗用車メーカー８社の海外生産台数は、中国市場において減少しましたが、北米市場の回復や

アセアン市場において概ね堅調に推移したため、前年同四半期比3.1％増の1,198万台となりました。なお、国内二

輪車メーカーの国内生産台数は前年同四半期比12.2％減の39万台となりました。

このような環境のなか、為替の円安基調やニチリン（タイランド）の子会社化により、当第３四半期連結累計期

間の売上高は32,452百万円（前年同四半期 28,379百万円）、営業利益は2,364百万円（前年同四半期 1,192百万

円）、経常利益は2,646百万円（前年同四半期 1,192百万円）となりました。四半期純利益は、年金資産消失損453

百万円（当社が加入している兵庫ゴム工業厚生年金基金によるAIJ投資顧問㈱の運用で生じた損失の当社負担額）

の計上により1,315百万円（前年同四半期 674百万円）となりました。

EDINET提出書類

株式会社ニチリン(E01114)

四半期報告書

 4/22



　

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

　

① 日本

国内四輪車生産は昨年のエコカー補助金終了の影響により大幅減少しておりましたが、７月以降ようやく増加

傾向にあります。ただし、生産は燃費の良い軽自動車、小型車中心となり、中型車以上の車種の海外への生産シ

フトにより、売上高は20,537百万円（前年同四半期 21,029百万円）となりました。利益面においては、為替の円

安基調や固定費の削減効果により、営業利益は764百万円（前年同四半期 307百万円）となりました。

② 北米

自動車市場の回復により、売上高は8,639百万円（前年同四半期 6,294百万円）となり、営業利益は450百万円

（前年同四半期 57百万円）と好調に推移しました。

③ 中国

日本車の不買運動や経済成長率の鈍化により、現地通貨での売上高は減少しましたが、円安による為替評価の

影響により、売上高は6,038百万円（前年同四半期 4,897百万円）となりました。一方、営業利益は、売上高の減

少により380百万円（前年同四半期 467百万円）となりました。

④ アジア

二輪車・四輪車市場が概ね好調に推移したことや、ニチリン（タイランド）の子会社化により、売上高は5,793

百万円（前年同四半期 3,143百万円）、営業利益は1,046百万円（前年同四半期 391百万円）と好調に推移しまし

た。

⑤ 欧州

新規受注効果もあり、売上高は1,082百万円（前年同四半期 742百万円）となりましたが、営業損失21百万円

（前年同四半期は営業損失 45百万円）にとどまりました。　

　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　なお、第129期有価証券報告書に記載した当社連結子会社の不適切な会計処理への対応につきましては、再発防

止策を内部統制システム整備の基本方針に反映し、着実に改善を行っております。

　今後も必要な取り組みを継続的に実施し、当社グループの全役員および全従業員が一丸となって、グループ全体

のガバナンス機能を強化してまいります。

　

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、643百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(4) 従業員数

第２四半期連結会計期間において、ニチリン（タイランド）を連結子会社化したことにより、当第３四半期連結

累計期間における従業員数は、前連結会計年度末に対して、「アジア」セグメントの従業員が155名、臨時雇用者

数が84名増加しております。

なお、従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は当第３四半期連結累計期間における平均人員（外数）であり

ます。
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(5) 主要な設備

①当第３四半期連結会計期間末現在における、重要な設備の新設、除却等の計画は次のとおりであります。

イ　重要な設備の新設等

会社名事業
所名

所在地
セグメン
トの名称

設備の内容

投資予定金額
資金調達
方法

着手及び完了予
定年月

完成後の
増加能力

総額
(千円)

既支払額
(千円)

着手 完了

提出会社

（姫路工場）

　

兵庫県

姫路市
日本

物流倉庫 422,270 228,000
増資資金お

よび借入金

平成25年

１月

平成25年

11月
（注）２

工法開発

設備
40,000 － 増資資金

平成26年

６月
未定 （注）２

自動化

設備
70,000 － 増資資金

平成27年

１月
未定 （注）２

計 532,270 228,000 　 　 　 　

ニチリン

ベトナム

カンパニー

リミテッド

（本社）

ベトナム

バクザン省
アジア

工場増設 230,000 － 増資資金
平成26年

３月

平成26年

９月 アセアン地域の

需要増にむけた

増産対応

自動車用

ホース設備

他

130,000 － 増資資金
平成26年

３月

平成26年

９月

計 360,000 － 　 　 　 　

　総計　 892,270 228,000 　 　 　 　

（注）１．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２．当該設備は自動化・省力化に資するものであり、完成後も生産能力の増加はありません。　

　

ロ　重要な設備の除却等

会社名 所在地
セグメン
トの名称

設備の内容
期末帳簿価額
(千円)

売却等の予
定年月

ニチリン　インク

カナダ

オンタリオ州

ブラントフォード

北米

事務所 31,556 平成25年10月

工場 124,770 未定

計 156,326 　

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

②前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の除却等のうち、当第３四半期連結累計期間に完了した

ものは次のとおりであります。

会社名 所在地
セグメン
トの名称

設備の内容
期末帳簿価額
(千円)

売却等の年
月

ニチリン　インク

カナダ

オンタリオ州

ブラントフォード

北米 社宅 9,556 平成25年５月

（注）上記金額には、消費税等の金額は含まれておりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,000,000 10,000,000
東京証券取引所

（市場第二部）
単元株式数100株

計 9,000,000 10,000,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日
－ 9,000,000 － 1,729,000 － 1,655,608

（注）平成25年10月22日を払込期日とする一般募集による増資により、発行済株式総数が1,000,000株、資本金が408,000

千円、資本準備金が407,850千円それぞれ増加しております。　

　　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

　 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式  　　　12,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 　8,985,700 89,857 －

単元未満株式 普通株式  　　　2,300 －
 一単元（100株）未満  

の株式

発行済株式総数 9,000,000 － －

総株主の議決権 － 89,857 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数10個）含まれて

おります 。

 

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

 株式会社ニチリン 神戸市中央区江戸町98番地１ 12,000 － 12,000 0.13

計 － 12,000 － 12,000 0.13

　 

２【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の新任、退任はありません。

なお、役員の役職の異動については、次のとおりです。

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

監査役 監査役（常勤） 梶原　正 平成25年６月27日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,683,909 6,149,623

受取手形及び売掛金 6,344,780 7,987,297

電子記録債権 165,071 142,911

商品及び製品 1,695,221 1,616,906

仕掛品 2,231,790 2,081,552

原材料及び貯蔵品 1,133,040 1,380,650

繰延税金資産 180,372 391,580

デリバティブ債権 － 12,603

その他 1,237,631 1,022,789

貸倒引当金 △51,084 △62,641

流動資産合計 16,620,733 20,723,275

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,819,322 7,248,729

減価償却累計額及び減損損失累計額 △4,418,551 △4,619,495

建物及び構築物（純額） 2,400,770 2,629,233

機械装置及び運搬具 13,855,262 15,055,906

減価償却累計額 △10,586,375 △11,386,197

機械装置及び運搬具（純額） 3,268,886 3,669,708

土地 3,633,920 3,639,272

建設仮勘定 308,412 564,295

その他 2,466,066 2,793,819

減価償却累計額 △2,281,570 △2,429,929

その他（純額） 184,495 363,889

有形固定資産合計 9,796,485 10,866,400

無形固定資産

のれん 1,962 1,207

その他 173,824 183,713

無形固定資産合計 175,787 184,921

投資その他の資産

投資有価証券 3,379,588 3,796,162

繰延税金資産 419,896 71,553

その他 645,985 637,286

貸倒引当金 △11,740 △11,740

投資その他の資産合計 4,433,730 4,493,262

固定資産合計 14,406,003 15,544,584

資産合計 31,026,736 36,267,859
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,375,449 4,477,730

電子記録債務 965,216 3,207,154

短期借入金 466,514 266,976

1年内返済予定の長期借入金 1,684,063 1,649,543

未払法人税等 72,432 277,195

賞与引当金 74,321 393,919

デリバティブ債務 41,980 472

その他 1,471,152 1,499,711

流動負債合計 11,151,130 11,772,703

固定負債

長期借入金 3,008,767 3,213,135

再評価に係る繰延税金負債 959,448 959,448

繰延税金負債 53,272 77,954

退職給付引当金 3,233,002 3,639,876

役員退職慰労引当金 178,840 167,755

負ののれん 866 －

その他 356,057 279,724

固定負債合計 7,790,256 8,337,895

負債合計 18,941,387 20,110,598

純資産の部

株主資本

資本金 1,729,000 1,729,000

資本剰余金 1,655,608 1,655,608

利益剰余金 6,311,892 7,501,330

自己株式 △6,536 △6,536

株主資本合計 9,689,963 10,879,401

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 831,800 1,187,412

土地再評価差額金 1,735,632 1,735,632

為替換算調整勘定 △1,367,091 △422,768

その他の包括利益累計額合計 1,200,341 2,500,275

少数株主持分 1,195,044 2,777,583

純資産合計 12,085,349 16,157,261

負債純資産合計 31,026,736 36,267,859
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 28,379,236 32,452,928

売上原価 23,934,045 26,493,775

売上総利益 4,445,190 5,959,152

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 957,272 971,999

貸倒引当金繰入額 4,569 10,610

役員報酬 170,913 176,741

役員退職慰労引当金繰入額 11,935 18,401

給料及び手当 871,215 966,580

賞与引当金繰入額 76,278 155,964

退職給付費用 48,196 54,496

法定福利費 139,042 159,956

旅費及び交通費 109,271 135,521

租税公課 65,025 63,329

賃借料 91,771 99,417

減価償却費 57,373 72,832

のれん償却額 903 783

その他 648,568 708,474

販売費及び一般管理費合計 3,252,335 3,595,109

営業利益 1,192,855 2,364,043

営業外収益

受取利息 6,138 11,211

受取配当金 27,290 34,550

為替差益 － 163,481

負ののれん償却額 2,313 866

持分法による投資利益 11,468 107,890

助成金収入 5,189 5,897

その他 61,778 63,019

営業外収益合計 114,178 386,917

営業外費用

支払利息 75,513 63,738

為替差損 15,756 －

貸倒引当金繰入額 5,500 －

その他 17,504 41,028

営業外費用合計 114,273 104,766

経常利益 1,192,759 2,646,193
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年９月30日)

特別利益

固定資産売却益 1,872 43,404

投資有価証券売却益 － 26,236

負ののれん発生益 － 160,595

特別利益合計 1,872 230,236

特別損失

固定資産売却損 8 8,602

固定資産除却損 14,780 28,274

段階取得に係る差損 － 82,145

年金資産消失損 － 453,684

特別損失合計 14,789 572,705

税金等調整前四半期純利益 1,179,843 2,303,723

法人税、住民税及び事業税 276,787 621,215

法人税等調整額 40,433 △22,350

法人税等合計 317,221 598,864

少数株主損益調整前四半期純利益 862,621 1,704,858

少数株主利益 188,472 389,589

四半期純利益 674,149 1,315,269
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 862,621 1,704,858

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 36,575 355,611

為替換算調整勘定 △23,258 868,616

持分法適用会社に対する持分相当額 16,817 121,702

その他の包括利益合計 30,135 1,345,930

四半期包括利益 892,757 3,050,789

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 724,684 2,615,204

少数株主に係る四半期包括利益 168,073 435,585
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

(１) 連結の範囲の重要な変更

第２四半期連結会計期間において、株式の追加取得等に伴い、ニチリン（タイランド）を連結の範囲に含め

ております。この結果、当第３四半期連結会計期間末における連結子会社の数は前連結会計年度末より１社増

加し、14社となっています。

　

(２) 持分法適用の範囲の重要な変更

第２四半期連結会計期間において、株式の追加取得等に伴い、ニチリン（タイランド）を持分法適用の範囲

から除外しております。また、当第３四半期連結会計期間において、株式の取得による資本参加により、ハッ

チンソン　ニチリン　ブレーキ　ホーシーズを持分法適用関連会社としております。

この結果、当第３四半期連結会計期間末における関連会社（持分法適用会社）は６社となっています。
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【会計方針の変更等】

（減価償却方法の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以後に

取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。 

　

（退職給付引当金に係る会計上の見積りの変更）

　当社が加入する複数事業主制度の「兵庫ゴム工業厚生年金基金」は、年金資産の一部について、投資一任契約の

もとAIJ投資顧問㈱での運用を実施しており、これまで、同基金よりその大半が毀損しているとの報告はありまし

たが、同基金から当該投資損失額の正式報告はなく、また加入企業の負担割合も決まっておりませんでした。

　第２四半期連結会計期間において、平成25年６月26日に、同基金から当該投資損失額および当社の負担割合の通

知があり、当該年金資産の消失に係る当社負担額が確定しました。

　これにより、当第３四半期連結累計期間において、当該年金資産の消失に係る損失額 453,684千円（特別損失）

を退職給付引当金として一括計上しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　偶発債務

当第３四半期連結会計期間

当社が加入する「兵庫ゴム工業厚生年金基金」は、平成25年４月25日開催の代議員会で特例解散の方針を決議

いたしました。これにより、当該解散による損失の発生が予想されますが、代行部分積立不足額が未確定である

ため、当社グループに係る影響額は、引き続き状況の把握に努めておりますが、現時点では合理的に算定するこ

とができません。

　

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却を含む。）及び負ののれん発生益は、次

のとおりであります。

  
前第３四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成25年１月１日
至  平成25年９月30日）

減価償却費 742,879千円 849,730千円

負ののれん発生益　 － △160,595
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成24年１月１日　至平成24年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）　

１株当たり
配当額
（円）　

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月27日

定時株主総会
普通株式 53,928 6.0 平成23年12月31日 平成24年３月28日 利益剰余金

平成24年８月８日

取締役会
普通株式 53,928 6.0 平成24年６月30日 平成24年９月11日 利益剰余金

 　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年１月１日　至平成25年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）　

１株当たり
配当額
（円）　

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月27日

定時株主総会
普通株式 53,927 6.0 平成24年12月31日 平成25年３月28日 利益剰余金

平成25年８月９日

取締役会
普通株式 71,903 8.0 平成25年６月30日 平成25年９月11日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成24年１月１日　至平成24年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

日本 北米 中国 アジア 欧州

売上高         

外部顧客へ

の売上高
15,338,554 6,290,358 3,306,689 2,701,575 742,058 28,379,236 － 28,379,236

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

5,691,271  4,398 1,591,249  441,954  － 7,728,874 △7,728,874  －

計 21,029,826 6,294,756 4,897,938 3,143,530 742,058 36,108,110 △7,728,874 28,379,236

セグメント利

益又は損失

（△）

 307,022  57,779  467,649  391,799 △45,038 1,179,212  13,642  1,192,855

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額13,642千円には、セグメント間の未実現損益13,724千円等が含まれ

ております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年１月１日　至平成25年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

日本 北米 中国 アジア 欧州

売上高         

外部顧客へ

の売上高
13,419,884 8,639,722 4,083,231 5,228,011 1,082,078 32,452,928 － 32,452,928

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

7,117,763 50 1,955,445 565,729 78 9,639,067 △9,639,067 －

計 20,537,647 8,639,773 6,038,677 5,793,741 1,082,156 42,091,995 △9,639,067 32,452,928

セグメント利

益又は損失

（△）

764,861 450,223 380,740 1,046,938 △21,766 2,620,998 △256,955 2,364,043

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△256,955千円には、セグメント間の未実現損益△256,835千円等が

含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

EDINET提出書類

株式会社ニチリン(E01114)

四半期報告書

18/22



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成25年１月１日
至  平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 75円00銭 146円33銭

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（千円） 674,149 1,315,269

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 674,149 1,315,269

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,988 8,987

  （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

（重要な新株の発行）　

当社は平成25年９月30日開催の取締役会において、公募による新株式発行並びにオーバーアロットメントによ

る当社株式の売出しに関する第三者割当による新株発行を以下の通り決議しました。なお、公募による新株式発

行については平成25年10月22日に払込を受けております。

　

１．公募による新株式発行（一般募集）

（１） 発行した株式の種類及び数 　普通株式 　1,000,000株

（２） 発行価格 　１株につき 　864円

（３） 発行価格の総額 　 　864,000,000円

（４） 払込金額 　１株につき 　815.85円

（５） 払込金額の総額 　 815,850,000円　

（６） 増加した資本金及び

資本準備金の額

　増加した資本金の額

増加した資本準備金の額　

408,000,000円　

407,850,000円　

（７） 払込期日 　 　平成25年10月22日

　　

２．当社株式の売出し（オーバーアロットメントによる売出し）

（１） 売出株式数 　 150,000株

（２） 売出価格 　１株につき 　864円

（３） 売出価格の総額 　 129,600,000円

（４） 受渡期日 　 　平成25年10月23日

　

３．第三者割当による新株式発行

（１） 発行する株式の種類及び数 　普通株式 50,000株

（２） 払込金額 　１株につき 　815.85円

（３） 払込金額の総額 　 　（上限）40,792,500円

（４） 増加する資本金及び

資本準備金の額

　増加する資本金の額

増加する資本準備金の額　

　（上限）21,000,000円

（上限）19,792,500円　

（５） 割当先及び割当株式数 みずほ証券株式会社　　 50,000株

（６） 払込期日 　 平成25年11月21日　　

　

４．資金の使途

今回の一般募集及び第三者割当増資による手取概算額合計上限841,642,500円について、304,270,000円を物

流費削減を目的とした物流倉庫建設資金及びロボット等省力化設備投資に、360,000,000円を子会社ニチリン

ベトナム カンパニー リミテッドへの融資資金に、残額を借入金返済に充当する予定です。

ニチリン ベトナム カンパニー リミテッドへの融資資金については、生産能力増強に伴う工場増設及び生産

設備投資資金に充当する予定です。なお、充当予定時期は以下のとおりであります。

①物流倉庫建設資金　平成25年12月中

②ロボット等省力化設備投資　平成26年12月期から平成27年12月期中

③ニチリン ベトナム カンパニー リミテッドへの融資資金　平成26年12月期中

④借入金返済　平成25年11月から平成27年12月期中

　

２【その他】

　　平成25年８月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………71,903千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………８円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年９月11日

（注）　平成25年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

　  平成25年11月11日

株式会社ニチリン

 取締役会　御中 　

　  有限責任監査法人トーマツ 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 和田　朝喜　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西方　　実　　印

     

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニチリ

ンの平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平成

25年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニチリン及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

強調事項

【注記事項】偶発債務に記載されているとおり、会社が加入する「兵庫ゴム工業厚生年金基金」は、平成25年４月25

日開催の代議員会で特例解散の方針を決議している。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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